
令和４年度 東金市地域公共交通会議 （千葉県東金市）
（地域公共交通計画策定事業）

東金市は、東京都心まで約５０km、千葉県のほぼ中央部に位置している。人口は５６,９６３人（令和４
年４月１日現在）うち６５歳以上の人口は１７,７２２人(高齢化率３１．１%)、面積は８９．１２㎢で東側には
平野部、西側には丘陵部が広がっている。国道１２６号線と千葉東金有料道路、首都圏中央連絡自動車
道（圏央道）が交差し東金ＪＣＴが整備されている等、交通の要衝となっている。
公共交通の概況は、ＪＲ東金線が市の中央部を横断し、ＪＲ東金駅を起点に民間事業者が運行する路線
バスやタクシーによる交通網が整備され、隣接自治体を発着点とした高速バスが市内を経由して千葉市
内や東京都内まで運行され、多くの通勤通学者をはじめ市民が日常生活を営むうえでの移動手段が確
保されている。

公共交通の概況・地域の特徴

○令和４年度の開催状況（予定含む）

第１回（６月２１日）
・第３次東金市地域公共交通計画骨
子についての審議

第２回（９月１５日）
・第３次東金市地域公共交通計画素
案の審議

第３回（１２月１日）
・第３次東金市地域公共交通計画素案
（修正版）の審議

第４回（１月開催予定）
・令和４年度地域公共交通確保維持改
善事業の事業評価

第５回（２月開催予定）
・第３次東金市地域公共交通計画成案
の審議

協議会開催状況

アピールポイント

公共交通に関する市民意向調査の実施については、昨年度実施した市民アンケートに加えて、各地区区長や地
区の役員等が構成員となっている地区振興協議会の会議に参加し、市民の生の声を伺い計画に反映した。

地域の抱える問題点・計画策定調査の必要性

公共交通だけでなく地域内の輸送サービスも考慮に入れた持続可能な地域旅客運送サービスの構築を目
指すため、令和３年度に策定された東金市第４次総合計画や東金市第２次都市計画マスタープランとの整
合性を図りつつ、第３次東金市地域公共交通計画（地域の公共交通計画（マスタープラン））を策定する。
計画策定にあたっては、前回の計画策定から６年が経過し地域公共交通を取り巻く社会情勢の変化を踏ま
えて、地域の現状把握及び日常の移動実態や公共交通利用者ニーズを詳細に調査のうえ、地域公共交通
網を維持していく方策を調査検討していく必要がある。

面 積 ８９．１２ｋ㎡

人口 （R4.4.1時点） ５６，９６３人

15歳未満 ５，７５２人

65歳以上 １７，７２２人

高 齢 化 率 ３１．１％
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○東金市・東金市地域公共交通体系図


